
(57)【要約】

【課題】　トランジスタのゲート電圧が動作しきい値に

近くなるとインピーダンスが非常に高くなるので、ゲー

ト電圧が動作しきい値のレベルに設定されるまでは動作

上無視できない程の時間を要し、制御も複雑化してしま

う。

【解決手段】　時間階調方式の表示装置１０において、

駆動トランジスタ１８は、ＯＬＥＤ１６を駆動する。時

間制御トランジスタ２２は、第１の発光期間の制御にお

いては輝度信号に応じて発光開始タイミングを制御し、

第２の発光期間の制御においては輝度信号に応じて発光

停止タイミングを制御する。時間制御トランジスタ２２

は、時間制御トランジスタ２２の動作しきい値のばらつ

きに基づく発光開始タイミングのズレを、時間制御トラ

ンジスタ２２の動作しきい値のばらつきに基づく発光停

止タイミングのズレで相殺する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 時 間 階 調 方 式 の 表 示 装 置 に お い て 、
　 電 流 駆 動 型 の 光 学 素 子 と 、
　 前 記 光 学 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、
　 入 力 さ れ る 輝 度 信 号 に 応 じ て 前 記 駆 動 回 路 に よ る 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 時 間 制 御 回
路 と 、 を 備 え 、
　 前 記 時 間 制 御 回 路 は 、 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ か の 発 光
期 間 で あ る 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 前 記 輝 度 信 号 に 応 じ て 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を
制 御 し 、 前 記 第 １ の 発 光 期 間 と 異 な る い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に
お い て は 前 記 輝 度 信 号 に 応 じ て 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 時 間 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お け る 前 記 輝 度 信 号 に 応 じ た 発 光 開
始 タ イ ミ ン グ に 生 じ る 、 前 記 時 間 制 御 回 路 の 動 作 し き い 値 の ば ら つ き に 基 づ く ズ レ を 、 前
記 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お け る 前 記 輝 度 信 号 に 応 じ た 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ に 生 じ る 、 前
記 時 間 制 御 回 路 の 動 作 し き い 値 の ば ら つ き に 基 づ く ズ レ で 相 殺 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 前 記 時 間 制 御 回 路 が オ ン し た と き に 前 記 駆 動 回 路
を オ ン し 、 前 記 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 前 記 時 間 制 御 回 路 が オ ン し た と き に 前 記
駆 動 回 路 を オ フ す る 駆 動 制 御 回 路 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 時 間 制 御 回 路 は 、 前 記 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 前 記 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を
示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 駆 動 回 路 に よ る 発 光 開 始 タ イ
ミ ン グ を 制 御 し 、 前 記 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 前 記 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝
度 信 号 の 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 駆 動 回 路 に よ る 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ
を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 時 間 制 御 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ に よ り 構 成 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の 発 光 期 間 の
制 御 に お い て は ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 駆
動 回 路 に よ る 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 前 記 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は ソ ー ス
電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 駆 動 回 路 に よ る 発 光 停 止
タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 入 力 さ れ る 輝 度 信 号 に 応 じ て 光 学 素 子 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ と 、
　 前 記 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 さ せ る 回
路 と 、 を 備 え 、
　 前 記 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ は 、 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ
か の 発 光 期 間 で あ る 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は そ の ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧
が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 光 学 素 子 の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 前 記 第
１ の 発 光 期 間 と 異 な る い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は ソ ー ス
電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 前 記 光 学 素 子 の 発 光 停 止 タ イ
ミ ン グ を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 １ の 発 光
期 間 の 制 御 に お い て 光 学 素 子 の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 を 入 力 す る ス テ ッ プ と
、
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　 前 記 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 す る ス テ ッ プ と 、
　 駆 動 回 路 に よ る 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 時 間 制 御 回 路 が 前 記 輝 度 信 号 の 電 圧 の 漸 増 ま
た は 漸 減 に よ っ て オ ン し た と き に 、 前 記 駆 動 回 路 を オ ン し て 前 記 光 学 素 子 の 発 光 を 開 始 さ
せ る ス テ ッ プ と 、
　 所 定 の タ イ ミ ン グ で 前 記 光 学 素 子 の 発 光 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち 前 記 第 １ の 発 光 期 間 と 異 な る い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第
２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て 前 記 光 学 素 子 の 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 を 入 力 す
る ス テ ッ プ と 、
　 所 定 の タ イ ミ ン グ で 前 記 光 学 素 子 の 発 光 を 開 始 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 時 間 制 御 回 路 が 前 記 輝 度 信 号 の 電 圧 の 漸 増 ま た は 漸 減 に よ っ て オ ン し た と き に 、 前
記 駆 動 回 路 を オ フ し て 前 記 光 学 素 子 の 発 光 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 制 御 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 有 機 Ｅ Ｌ を 用 い た 表 示 装 置 の 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス （ 以 下 、 「 有 機 Ｅ Ｌ 」 と い う 。 ） 表 示 装 置 が 、 新 た な 平
面 型 表 示 装 置 と し て 注 目 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 現 在 広 く 普 及 し て い る 液 晶 表
示 装 置 を 席 巻 す る 日 も 近 い と 目 さ れ て お り 、 実 用 化 、 量 産 化 に 向 け て 熾 烈 な 開 発 競 争 の 最
中 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 駆 動 方 式 と し て は 、 走 査 電 極 と デ ー タ 電 極 の 交 差 す る 位 置 で 両 電 極
に 挟 ま れ た 画 素 を 時 分 割 で 発 光 さ せ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 と 、 各 画 素 の 発 光 を １
フ レ ー ム 期 間 維 持 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 が あ る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動
方 式 の 場 合 、 各 画 素 に 含 ま れ る ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 ば ら つ き を 原 因 と す る 輝 度 む ら が 発 生
す る お そ れ が あ る 。 こ う し た 輝 度 む ら を 解 消 す る た め に 、 ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 に 応 じ て 輝
度 信 号 を 補 正 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ８ ０ ５ ５ 号 公 報 （ 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 装 置 の 場 合 、 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 を そ の ト ラ ン ジ ス タ が
ぎ り ぎ り で オ ン す る 動 作 し き い 値 の レ ベ ル に 設 定 す る こ と で 補 正 を 実 現 し て い る 。 し か し
な が ら 、 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 圧 が 動 作 し き い 値 に 近 く な る と イ ン ピ ー ダ ン ス が 非 常 に
高 く な る の で 、 ゲ ー ト 電 圧 が 動 作 し き い 値 の レ ベ ル に 設 定 さ れ る ま で は 動 作 上 無 視 で き な
い 程 の 時 間 を 要 し 、 制 御 も 複 雑 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 背 景 の 下 で な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目 的 は 、 効 果 的 に 輝 度 む ら を 解
消 す る 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の あ る 態 様 の 表 示 装 置 は 、 時 間 階 調 方 式 の 表 示 装 置
に お い て 、 電 流 駆 動 型 の 光 学 素 子 と 、 光 学 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 と 、 入 力 さ れ る 輝 度 信
号 に 応 じ て 駆 動 回 路 に よ る 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 時 間 制 御 回 路 と 、 を 備 え る 。 時 間 制
御 回 路 は 、 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第
１ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 輝 度 信 号 に 応 じ て 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 第 １ の 発
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光 期 間 と 異 な る い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 輝 度 信 号 に 応
じ て 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 光 学 素 子 と し て 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Organic Light Emitting Diode） が 想
定 で き る が こ れ に 限 る 趣 旨 で は な い 。 駆 動 回 路 お よ び 時 間 制 御 回 路 と し て 、 Ｍ Ｏ Ｓ （ Meta
l Oxide Semiconductor ） ト ラ ン ジ ス タ や 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ： Thin Film Transi
stor） が 想 定 で き る が 、 こ れ に 限 る 趣 旨 で は な い 。 複 数 回 の 発 光 期 間 は 、 一 つ の フ レ ー ム
が 分 割 さ れ て 形 成 さ れ る 複 数 回 の サ ブ 発 光 期 間 で あ っ て も よ い し 、 複 数 の フ レ ー ム の そ れ
ぞ れ に 包 含 さ れ る 個 別 の 発 光 期 間 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 態 様 に よ る と 、 複 数 回 の 発 光 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 輝 度 信 号 に 基 づ き 発 光 開 始
と 発 光 停 止 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 内 部 回 路 の 特 性 ば ら つ き が 発 光 期 間 の 制 御 に 影 響 す
る 場 合 で あ っ て も 、 い ず れ か の ズ レ が 他 方 の ズ レ で 相 殺 さ れ 、 発 光 期 間 の 和 を 一 定 に 保 つ
こ と が で き 、 画 質 を 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 時 間 制 御 回 路 は 、 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お け る 輝 度 信 号 に 応 じ た 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ
に 生 じ る 、 時 間 制 御 回 路 の 動 作 し き い 値 の ば ら つ き に 基 づ く ズ レ を 、 第 ２ の 発 光 期 間 の 制
御 に お け る 輝 度 信 号 に 応 じ た 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ に 生 じ る 、 時 間 制 御 回 路 の 動 作 し き い 値
の ば ら つ き に 基 づ く ズ レ で 相 殺 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 時 間 制 御 回 路 の 特 性 ば ら つ き に
関 係 な く 発 光 期 間 を 一 定 に 保 つ こ と が で き 、 そ の 特 性 ば ら つ き に 基 づ く 輝 度 む ら を 回 避 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 時 間 制 御 回 路 が オ ン し た と き に 駆 動 回 路 を オ ン し 、 第
２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 時 間 制 御 回 路 が オ ン し た と き に 駆 動 回 路 を オ フ す る 駆 動 制
御 回 路 を さ ら に 備 え て も よ い 。 駆 動 制 御 回 路 も ま た 、 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ や 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ が 想 定 で き る が 、 こ れ に 限 る 趣 旨 で は な い 。 時 間 制 御 回 路 は 、 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御
に お い て は 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り
駆 動 回 路 に よ る 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は 発 光 停 止
タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 駆 動 回 路 に よ る 発 光
停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 し て も よ い 。 時 間 制 御 回 路 は 、 ト ラ ン ジ ス タ に よ り 構 成 さ れ る と と
も に 、 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減
さ れ る こ と に よ り 駆 動 回 路 に よ る 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に
お い て は ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 駆 動 回 路 に よ
る 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 し て も よ い 。 以 上 の 構 成 に よ り 、 時 間 制 御 回 路 の オ ン に 基 づ
い て 駆 動 回 路 の オ ン と オ フ の 双 方 を 制 御 す る こ と が で き 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ と 発 光 停 止
タ イ ミ ン グ の 双 方 を 制 御 で き る 。 な お 、 時 間 制 御 回 路 と 駆 動 制 御 回 路 が Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ で 構 成 さ れ る 場 合 、 こ れ ら は つ ね に ｎ チ ャ ネ ル と ｐ チ ャ ネ ル が 逆 の 関 係 で あ っ て も よ い
。 す な わ ち 、 時 間 制 御 回 路 が ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ れ ば 駆 動 制 御 回 路 は ｐ チ
ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と な り 、 時 間 制 御 回 路 が ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ れ
ば 駆 動 制 御 回 路 は ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と な る 。 こ れ に よ り 、 時 間 制 御 回 路 が 動
作 し た と き に 駆 動 制 御 回 路 を 強 く 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 表 示 装 置 で あ る 。 こ の 装 置 は 、 入 力 さ れ る 輝 度 信 号 に 応 じ て 光 学
素 子 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ と 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー
ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 さ せ る 回 路 と 、 を 備 え る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ は 、 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 １
の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は そ の ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま た は 漸 減 さ れ る
こ と に よ り 光 学 素 子 の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 第 １ の 発 光 期 間 と 異 な る い ず れ か の
発 光 期 間 で あ る 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て は ソ ー ス 電 圧 ま た は ド レ イ ン 電 圧 が 漸 増 ま
た は 漸 減 さ れ る こ と に よ り 光 学 素 子 の 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 態 様 に よ る と 、 複 数 回 の 発 光 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 輝 度 信 号 に 基 づ き 発 光 開 始
と 発 光 停 止 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 内 部 回 路 の 特 性 ば ら つ き が 発 光 期 間 の 制 御 に 影 響 す
る 場 合 で あ っ て も 、 い ず れ か の ズ レ が 他 方 の ズ レ で 相 殺 さ れ 、 発 光 期 間 の 和 を 一 定 に 保 つ
こ と が で き 、 画 質 を 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 表 示 装 置 制 御 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 一 つ の 輝 度 信 号 に 対 す る
複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち い ず れ か の 発 光 期 間 で あ る 第 １ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て 光 学 素
子 の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 を 入 力 す る ス テ ッ プ と 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示
す 輝 度 信 号 の 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 す る ス テ ッ プ と 、 駆 動 回 路 に よ る 駆 動 タ イ ミ ン グ を 制
御 す る 時 間 制 御 回 路 が 輝 度 信 号 の 電 圧 の 漸 増 ま た は 漸 減 に よ っ て オ ン し た と き に 、 駆 動 回
路 を オ ン し て 光 学 素 子 の 発 光 を 開 始 さ せ る ス テ ッ プ と 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 光 学 素 子 の 発
光 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、 複 数 回 の 発 光 期 間 の う ち 第 １ の 発 光 期 間 と 異 な る い ず れ か の
発 光 期 間 で あ る 第 ２ の 発 光 期 間 の 制 御 に お い て 光 学 素 子 の 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度
信 号 を 入 力 す る ス テ ッ プ と 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 光 学 素 子 の 発 光 を 開 始 さ せ る ス テ ッ プ と
、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 の 電 圧 を 漸 増 ま た は 漸 減 す る ス テ ッ プ と 、 時 間 制 御
回 路 が 輝 度 信 号 の 電 圧 の 漸 増 ま た は 漸 減 に よ っ て オ ン し た と き に 、 駆 動 回 路 を オ フ し て 光
学 素 子 の 発 光 を 停 止 さ せ る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 態 様 に よ る と 、 複 数 回 の 発 光 期 間 の そ れ ぞ れ に お い て 、 輝 度 信 号 に 基 づ き 発 光 開 始
と 発 光 停 止 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 内 部 回 路 の 特 性 ば ら つ き が 発 光 期 間 の 制 御 に 影 響 す
る 場 合 で あ っ て も 、 い ず れ か の ズ レ が 他 方 の ズ レ で 相 殺 さ れ 、 発 光 期 間 の 和 を 一 定 に 保 つ
こ と が で き 、 画 質 を 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 以 上 の 構 成 要 素 の 任 意 の 組 合 せ や 、 本 発 明 の 構 成 要 素 や 表 現 を 方 法 、 装 置 、 シ ス
テ ム な ど の 間 で 相 互 に 置 換 し た も の も ま た 、 本 発 明 の 態 様 と し て 有 効 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 装 置 に お い て 効 果 的 に 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 図 １ は 、 実 施 例 １ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 表 示 装 置 １ ０ は
、 時 間 階 調 方 式 で 表 示 制 御 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 で あ る 。 表 示 装 置 １ ０ に
お い て 、 複 数 の 画 素 が 行 列 状 に 配 置 さ れ 、 そ の う ち の 一 つ が 本 図 に 示 さ れ る 画 素 １ ２ で あ
る 。 画 素 １ ２ は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 「 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 」 を 「 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 」 と
い う 。 ） １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ ２ ２ 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 お よ び 保 持 容 量 ２ ８ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ 、 お よ び
書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ は 、 ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ は 、 電 流 駆 動 型 の 光 学 素 子
で あ り 、 駆 動 電 流 が 流 れ た と き に そ の 電 流 値 に 応 じ た 強 度 で 発 光 す る 。 た だ し 、 本 実 施 例
で は 、 駆 動 電 流 の 値 は 一 定 で あ り 、 画 素 ご と の 発 光 期 間 の 長 さ の 違 い で 階 調 を 表 現 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は 、 ゲ ー ト 電 極 が 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 が デ ー
タ 信 号 線 Ｄ Ｌ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続
さ れ る 。 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ の 選 択 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ６ Ｖ で 変 位 す る 。 デ ー タ 信 号 線 Ｄ
Ｌ の 輝 度 信 号 は 、 電 圧 が ０ ． ５ Ｖ ～ ５ Ｖ で 変 位 す る 。 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ド レ イ ン 電
極 と 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト 電 極 の 間 を 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ と す る 。 第 １ ノ ー ド Ｖ
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０ と ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の 間 に は 保 持 容 量 ２ ８ が 設 け ら れ る 。 保 持 容 量 ２ ８ に は 、 ラ ン プ 信
号 線 Ｒ Ｐ か ら － ３ Ｖ ～ ５ Ｖ の ラ ン プ 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は 、 ソ ー ス 電 極 が 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電
極 が セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の ド レ イ ン 電 極 に 接 続 さ れ る 。 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は － ３ Ｖ で
あ る 。 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ は 、 ゲ ー ト 電 極 が セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電
極 が 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 さ れ る 。 セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ の セ ッ ト 信 号 は 、 電 圧 が ０ Ｖ ～ ６
Ｖ で 変 位 す る 。 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ は ５ Ｖ の 電 位 を も つ 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と セ ッ
ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の 共 通 ド レ イ ン 電 極 は 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ は 、 ド レ イ ン 電 極 （ ソ ー ス 電 極 ） が 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ に 接
続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 （ ド レ イ ン 電 極 ） が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続 さ れ る
。 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ０ Ｖ ～ ７ Ｖ で 変 位 す る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ １ ８ は 、 ソ ー ス 電 極 が 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 陽
極 に 接 続 さ れ る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 陰 極 は 低 電 位 Ｖ Ｓ Ｓ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 実 施 例 １ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 第 １ の 発 光 準 備 と し て 、 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ の 選 択 信 号 が ロ ー で 書
込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ ン さ れ た 状 態 に お い て 、 発 光 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ
ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ 、 そ の 電 位 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ゲ ー ト 電 極 に 設 定 さ れ る 。
こ の と き 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は オ ン さ れ る が 、 セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ の セ ッ ト 信 号 が
ハ イ に な っ て い る の で 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ は オ フ さ れ て い る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ ２ ２ の ド レ イ ン 電 極 と 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ の ゲ ー ト 電 極 の 間 に あ る 第 ２ ノ ー ド Ｖ
１ の 電 位 は ロ ー に な る の で 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ は オ ン さ れ る 。 こ の と き 、 駆 動 制 御
信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は ハ イ に な っ て い る の で 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ の ソ ー ス
電 極 と 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ の ゲ ー ト 電 極 の 間 に あ る 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ は ハ イ に な り 、 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ １ ８ は オ フ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ が ハ イ に な る と 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は オ フ さ れ る が 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０
の 電 位 は 保 持 容 量 ２ ８ に よ り 保 持 さ れ る 。 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン プ 信 号 が ハ イ か ら ロ ー
に 下 が り 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 下 が る の で 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ フ さ れ る
。 同 様 の タ イ ミ ン グ で セ ッ ト 信 号 が ロ ー に な り 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ が オ ン さ れ 、 第
２ ノ ー ド Ｖ １ が 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 さ れ て ハ イ に な る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン
ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 そ の 後 、 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ の 発 光 準 備 に お い て は 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ハ イ で 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ０ が オ フ さ れ た 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０
の 電 位 上 昇 に よ り 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す れ ば 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ も オ ン し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 開 始 さ れ る よ う な 状 態 に な る 。 こ れ
に よ り 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ た 輝 度 信 号 に 応 じ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 開 始 が 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な り 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ が オ フ さ れ 時 間 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ２ と 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ が 遮 断 さ れ る と と も に 、 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 徐 々 に 上 が る と
、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 も 徐 々 に 上 昇 す る 。 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ
に 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ を 加 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ ） に な っ
た と き 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し た と
き の ラ ン プ 信 号 の 電 位 を Ｖ Ｒ Ｐ １ と す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る と 第 ２ ノ
ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２
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０ が オ ン す る と 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 も 下 が り 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
１ ６ に 駆 動 電 流 が 流 れ て 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 後 、 所 定 タ イ ミ ン グ で 駆 動 制 御 信 号 が ハ
イ に な る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ハ イ に な る の で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ フ さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ １ ６ へ の 駆 動 電 流 が 遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 ば ら つ
き に よ っ て 、 理 想 的 な 値 と し て 想 定 さ れ る 標 準 値 と は 異 な る 場 合 が あ る 。 本 実 施 例 に お い
て 例 示 す る 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ は 標 準 値 よ り 低 く 、 本 来 は 図 ２ に 示 す よ う に 第 １ ノ ー ド Ｖ ０
の 電 位 値 が Ｖ Ｒ Ｐ ２ を 超 え た と き に 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る べ き と こ ろ 、 Ｖ
Ｒ Ｐ ２ よ り 低 い Ｖ Ｒ Ｐ １ を 超 え た と き に 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し て し ま う 。 す
な わ ち 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ が Ｔ ｄ １ だ け 早 く な り 、 第 １ の 発 光 期 間 が Ｔ
ｄ １ だ け 長 く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 標 準 値 よ り 高 い 場 合 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ １ ６ の 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ は 遅 く な り 、 そ の 分 、 第 １ の 発 光 期 間 が 短 く な る 。 ま た 、 ラ
ン プ 信 号 の 線 形 領 域 に お い て 、 「 黒 」 を 示 す 輝 度 信 号 の 場 合 で も Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ を 発 光 さ せ
る こ と が で き る よ う 発 光 停 止 時 の ラ ン プ 信 号 の 値 は マ ー ジ ン Ｖ ｓ が 確 保 さ れ た 値 と さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 準 備 と し て 再 び 選 択 信 号 が ロ ー に な り 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ ン さ れ
る と 、 デ ー タ 信 号 線 Ｄ Ｌ か ら 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ へ 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 入 力
さ れ る 。 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 は 、 第 １ の 発 光 準 備 に お い て 第 １ ノ ー ド Ｖ ０
へ 入 力 さ れ た 発 光 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 を 反 転 し た 信 号 で あ る 。 選 択 信 号 が ハ イ に 戻
っ て も 、 輝 度 信 号 の 電 圧 は 保 持 容 量 ２ ８ に 保 持 さ れ る 。 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な る と 、 第
３ ノ ー ド Ｖ ２ が ロ ー に な る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン す る と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電
流 が 流 れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の ２ 回 目 の 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 直 後 に ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な
り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ フ さ れ る 。 セ ッ ト 信 号 が ロ ー の パ ル ス と な り 、 セ ッ ト
ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ が オ ン す る と 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ が 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 さ れ て ハ イ に
な り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ す る の で 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 は 保 持 さ れ 、 Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 は 維 持 さ れ る 。 そ の 間 に 、 駆 動 制 御 信 号 は ハ イ に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ の 発 光 準 備 に お い て は 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ロ ー で 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ０ が オ フ さ れ た 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０
の 電 位 上 昇 に よ り 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す れ ば 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ も オ ン し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 さ れ る よ う な 状 態 に な る 。 こ れ
に よ り 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ た 輝 度 信 号 に 応 じ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 停 止 が 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 後 ラ ン プ 信 号 が 再 度 上 昇 し 始 め る と 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 も 上 昇 し 始 め る 。 第 １
ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が （ Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ ） に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し 、 第
２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ０ が オ ン す る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が 上 が り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ は オ フ し
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 ２ 回 目 の 発 光 に お い て ラ ン プ 信 号 が 上 昇 す る 前 に 発 光 が 開 始 さ れ て い る が 、 そ の
上 昇 前 の 期 間 Ｔ ｓ は １ ０ μ ｓ 未 満 で 一 瞬 に す ぎ な い の で 、 視 覚 的 に は 判 別 で き ず 無 視 で き
る 程 度 で あ る 。 た だ し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ と 直 列 に 別 の ト ラ ン ジ ス タ を 追 加 し 、 ラ ン
プ 信 号 が 上 昇 し 始 め る ま で Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ へ の 駆 動 電 流 を 遮 断 し て 発 光 を 止 め て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に お け る 画 素 １ ２ に お い て は 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 以 外 の 各 ト ラ ン ジ ス
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タ の ゲ ー ト 電 極 に は 、 ソ ー ス 電 極 に 対 し て 十 分 高 い 、 ま た は 十 分 低 い 電 位 の 信 号 が 入 力 さ
れ る の で 、 各 ト ラ ン ジ ス タ は ス イ ッ チ の よ う に 動 作 し 、 そ れ ぞ れ の 動 作 し き い 値 の ば ら つ
き は 問 題 に な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は 、 そ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ の ば ら つ き に 応 じ て 発 光 開
始 タ イ ミ ン グ や 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ に ズ レ が 生 じ る 場 合 が あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 あ
る 輝 度 信 号 に 応 じ た 発 光 時 間 が ２ 回 に 分 割 さ れ 、 １ 回 目 の 発 光 で は 輝 度 信 号 に 応 じ て 発 光
開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 ２ 回 目 の 発 光 で は 輝 度 信 号 に 応 じ て 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御
す る 。 こ こ で 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 標 準 値 よ り 低 い 場 合 、 １
回 目 の 発 光 で は 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 低 い 分 だ け 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の オ ン が Ｔ ｄ １
だ け 早 く な り 、 早 く 発 光 が 開 始 さ れ て 発 光 時 間 が Ｔ ｄ １ だ け 長 く な る 。 一 方 、 ２ 回 目 の 発
光 で は 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 低 い 分 、 Ｔ ｄ ２ だ け 早 く 発 光 停 止 し て 発 光 時 間 が 短 く な る 。 Ｔ
ｄ １ と Ｔ ｄ ２ の 時 間 長 さ は 等 し い の で 、 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ に よ る 発 光 タ イ ミ ン グ の ズ レ が
動 作 し き い 値 Ｖ ｔ に よ る 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ の ズ レ で 相 殺 さ れ る 。 し た が っ て 、 １ 回 目 の
発 光 時 間 と ２ 回 目 の 発 光 時 間 の 和 は 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ の ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 で あ り 、
動 作 し き い 値 が 標 準 値 で あ る 場 合 と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 標 準 値 よ り 高 い 場 合 、 １ 回 目 の
発 光 で は 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 高 い 分 だ け 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の オ ン は 遅 く な り 、 発
光 開 始 が 遅 く 発 光 時 間 が 短 く な る 。 一 方 、 ２ 回 目 の 発 光 で は 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ が 高 い 分 だ
け 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の オ ン が 遅 く な り 、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ が 遅 れ て 発 光 時 間 が
長 く な る 。 こ の 場 合 も ま た 、 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ に よ る 発 光 タ イ ミ ン グ の ズ レ が 動 作 し き い
値 Ｖ ｔ に よ る 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ の ズ レ で 相 殺 さ れ 、 １ 回 目 の 発 光 時 間 と ２ 回 目 の 発 光 時
間 の 和 は 、 動 作 し き い 値 が 標 準 値 で あ る 場 合 と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ の ば ら つ き に よ っ て は 、 １
回 目 と ２ 回 目 の 発 光 時 間 の 和 は 変 化 し な い の で 、 ト ラ ン ジ ス タ の 特 性 ば ら つ き に よ る 輝 度
む ら が 回 避 さ れ る 。 な お 、 １ フ レ ー ム 期 間 は 人 間 の 感 覚 と し て は 一 瞬 で あ り 、 発 光 が ２ 回
に 分 離 し て い て も 、 視 覚 的 に は 点 滅 し て い る よ う に は 見 え な い 。 し た が っ て 、 １ 回 目 の 発
光 時 間 と ２ 回 目 の 発 光 時 間 の バ ラ ン ス が 偏 っ た と し て も 視 覚 的 に は 連 続 し た １ 回 の 発 光 に
見 え る 。 そ の た め 、 １ 回 目 の 発 光 と ２ 回 目 の 発 光 の 和 が 等 し く な る 限 り 、 発 光 時 間 の バ ラ
ン ス は 問 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 図 ３ は 、 実 施 例 ２ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 構 成 が 実 施 例 １ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例 １ と の 相 違 点 を 中 心 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 保 持 容 量 ２ ８ 、 お よ び セ ッ ト 容 量 ３ ０ を
含 む 。 セ ッ ト 容 量 ３ ０ 以 外 の 構 成 お よ び 配 置 は 、 実 施 例 １ に お け る セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２
４ 以 外 の 構 成 お よ び 配 置 と 同 様 で あ る 。 セ ッ ト 容 量 ３ ０ は 、 実 施 例 １ の セ ッ ト ト ラ ン ジ ス
タ ２ ４ と 同 様 の 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ド レ イ ン 電 極 と セ ッ
ト 信 号 線 Ｓ Ｔ の 間 に 設 け ら れ る 。 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ の 選 択 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ
で 変 位 す る 。 セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ の セ ッ ト 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ で 変 位 す る 。 駆
動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ０ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ で 変 位 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 実 施 例 ２ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 セ ッ ト 信 号 の 変 化 が 実 施 例 １ の セ ッ ト 信 号 と 異
な る 点 を 除 き 、 他 の 信 号 の 基 本 的 な 変 化 お よ び 動 作 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 本 実 施 例 の
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セ ッ ト 信 号 は 、 実 施 例 １ の セ ッ ト 信 号 の よ う な パ ル ス を 含 ま な い 。 具 体 的 に は 、 １ 回 目 の
発 光 に お い て 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な る ま で セ ッ ト 信 号 は ロ ー の ま ま
で あ り 、 ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な っ た 直 後 で 、 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に
な る 直 前 に セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な る 。 ま た 、 こ の セ ッ ト 信 号 は 、 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な
っ た 直 後 に 再 び ロ ー に な る 。 ２ 回 目 の 発 光 に お い て は 、 発 光 開 始 後 、 ラ ン プ 信 号 が ロ ー に
な っ た 直 後 に セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 回 目 の 発 光 準 備 に お い て は 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に
入 力 さ れ た 後 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２
が オ フ さ れ る 。 そ の 直 後 に セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な る と 、 セ ッ ト 容 量 ３ ０ を 介 し て 第 ２ ノ ー
ド Ｖ １ の 電 位 が 叩 き 上 げ ら れ 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ハ イ に な る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ ノ
ー ド Ｖ ２ が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号
が ロ ー に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 徐 々 に 上 が り 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ に 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ を 加 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ ） に な っ た と き
、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る と 第 ２ ノ
ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン し 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ も 下 が る の
で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 流 れ て 発 光 が 開 始 さ れ る 。
そ の 後 、 所 定 タ イ ミ ン グ で 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な る と 、 第 ３ ノ ー
ド Ｖ ２ が ハ イ に な る の で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ フ さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ へ の 駆 動 電 流 が
遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 準 備 と し て 、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力
さ れ 、 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な り 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン す る と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆
動 電 流 が 流 れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の ２ 回 目 の 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 直 後 に ラ ン プ 信 号 が ロ ー
に な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ フ さ れ る 。 セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な り 、 セ ッ ト 容 量
３ ０ を 介 し て 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 叩 き 上 げ ら れ る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ロ ー の ま ま 駆
動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ す る 。 そ の 間 に 、 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 後 ラ ン プ 信 号 が 再 度 上 昇 し 始 め る と 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 も 上 昇 し 始 め る 。 第 １
ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し 、 第 ２ ノ
ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２
０ が オ ン す る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が 上 が り 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ は オ フ し 、 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ １ ６ の 発 光 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の 発 光
時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き る 。
ま た 、 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ と 比 べ て ト ラ ン ジ ス タ の 数 が 少 な い 分 、 開 口 率 を 上 げ る こ と
が で き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 長 寿 命 化 に も 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 図 ５ は 、 実 施 例 ３ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 構 成 が 実 施 例 １ 、 ２ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例 １ 、 ２ と の 相 違 点
を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 お よ び 保 持 容 量 ２ ８ を 含 む 。 実 施 例 １ に
お け る セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ お よ び セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ 、 実 施 例 ２ に お け る セ ッ ト 容 量 ３
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０ お よ び セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ が 設 け ら れ て い な い 点 を 除 き 、 他 の 構 成 お よ び 配 置 は 実 施 例 １
、 ２ と 同 様 で あ る 。 ま た 、 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ の 選 択 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ６ Ｖ で 変 位 す る
。 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ０ Ｖ ～ ７ Ｖ で 変 位 す る 。 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ
Ｐ の ラ ン プ 信 号 は 、 電 圧 が － ３ Ｖ ～ ５ Ｖ ～ １ ０ Ｖ で 変 位 す る 。 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は － ３ Ｖ
～ ５ Ｖ で 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ は 、 実 施 例 ３ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 ラ ン プ 信 号 が － ３ Ｖ と ５ Ｖ の 間 で 電 圧 変 化 に 線
形 領 域 を 有 す る と と も に 、 さ ら に ハ イ レ ベ ル で あ る １ ０ Ｖ に 変 位 す る 。 す な わ ち 、 １ 回 目
の 発 光 制 御 に お い て 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 設 定 さ れ て
書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ さ れ た 後 、 ラ ン プ 信 号 が さ ら に ハ イ レ ベ ル に 上 が り 、 保 持 容
量 ２ ８ を 介 し て 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 叩 き 上 げ ら れ 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が 強 く
オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が 強 く オ ン す る と 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ が ハ イ で 第 ２
ノ ー ド Ｖ １ が ハ イ に な り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 １ 回 目 の 発 光 制 御 に
お い て 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ た 後 の 動 作 は 実 施 例 １ 、 ２ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の ２ 回 目 の 発 光 が 開 始 さ れ た 後 、 ラ ン プ 信
号 が さ ら に ハ イ レ ベ ル に 上 が り 、 保 持 容 量 ２ ８ を 介 し て 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 叩 き 上 げ
ら れ 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が 強 く オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が 強 く オ ン
す る と 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ が ハ イ で 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ が ハ イ に な り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
２ ０ が オ フ さ れ る 。 ２ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ た 後
の 動 作 も ま た 実 施 例 １ 、 ２ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ 、 ２ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の
発 光 時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ と 比 べ て ト ラ ン ジ ス タ の 数 が 少 な い 分 、 開 口 率 を 上 げ る
こ と が で き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 長 寿 命 化 に も 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 実 施 例 ４ ）
　 図 ７ は 、 実 施 例 ４ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 構 成 が 実 施 例 １ ～ ３ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例 １ ～ ３ と の 相 違 点
を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 セ ッ ト 容 量 ３ ０ 、 お よ び 保 持 容 量 ３ ２ を
含 む 。 本 実 施 例 の セ ッ ト 容 量 ３ ０ は 、 実 施 例 ２ に お け る セ ッ ト 容 量 ３ ０ と 同 様 の 構 成 で あ
り 、 同 様 の 形 で 配 置 さ れ る 。 実 施 例 １ の セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ は 本 実 施 例 で は 設 け ら れ
て い な い 。 実 施 例 １ の 保 持 容 量 ２ ８ は 本 実 施 例 に 設 け ら れ て お ら ず 、 代 わ り に 第 １ ノ ー ド
Ｖ ０ と 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ の 間 に 保 持 容 量 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 選 択 信 号 と セ ッ ト 信 号 は
、 そ れ ぞ れ 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ で 変 位 す る 。 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ
の 駆 動 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ６ Ｖ ～ １ ２ Ｖ で 変 位 す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の ソ ー ス
電 極 は ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ に 接 続 さ れ 、 ラ ン プ 信 号 の 電 圧 は － ３ Ｖ ～ ５ ． ５ Ｖ で 変 位 す る 。
電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ は １ ２ Ｖ で あ る 。 実 施 例 １ ～ ３ に お け る 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は 本 実 施 例 で
は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ８ は 、 実 施 例 ４ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ
ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 ラ ン プ 信 号 の 電 圧 が ハ イ か ら ロ ー へ 変 位 す る 線
形 領 域 を 有 す る 。 す な わ ち 、 １ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度
信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 設 定 さ れ て 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ さ れ た 後 、 セ ッ ト 信 号 が
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ハ イ に な り 、 セ ッ ト 容 量 ３ ０ を 介 し て 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 叩 き 上 げ ら れ 、 第 ３ ノ ー ド
Ｖ ２ が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ す る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー
に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 下 が り 始 め 、 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 輝 度 信 号 の 電 位 か ら 時 間 制 御 ト ラ
ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ を 減 算 し た 値 に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が
オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る と 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ
２ の 電 位 が 下 が り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン す る の で 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 流
れ て 発 光 を 開 始 す る 。 そ の 後 、 所 定 タ イ ミ ン グ で 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な り 第 ３ ノ ー ド Ｖ
２ も ハ イ に な る の で 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ フ し 、 駆 動 電 流 が 遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １
６ の 発 光 が 停 止 さ れ る 。 ラ ン プ 信 号 は ハ イ に な り 、 セ ッ ト 信 号 は ロ ー に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て は 、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に
設 定 さ れ て 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ さ れ た 後 、 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な り 、 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ １ ８ が オ ン す る と 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 流 れ て 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 後
、 セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な り 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ハ イ に な る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位
が ロ ー の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 そ の 状 態 で 、 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ
に な る 。 ラ ン プ 信 号 が 徐 々 に 下 が り 始 め 、 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 輝 度 信 号 の 電 位 か ら 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 Ｖ ｔ を 減 算 し た 値 に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ が オ ン し 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ が ロ ー に な り 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆
動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ハ イ に な り 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １
８ が オ フ さ れ 、 駆 動 電 流 が 遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ ～ ３ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の
発 光 時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ と 比 べ て ト ラ ン ジ ス タ の 数 が 少 な く 、 保 持 容 量 ３ ２ も 実
施 例 １ ～ ３ の 保 持 容 量 ２ ８ と 比 べ て 小 さ い 分 、 開 口 率 を 上 げ る こ と が で き 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６
の 長 寿 命 化 に も 有 利 と な る 。 ま た 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ を 設 け な い 分 、 他 の 実 施 例 よ り 配 線
が 少 な い 分 、 開 口 率 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 実 施 例 ５ ）
　 図 ９ は 、 実 施 例 ５ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お い
て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 構 成 が 実 施 例 １ ～ ４ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例 １ ～ ４ と の 相 違 点
を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 お よ び 保 持 容
量 ２ ８ を 含 む 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 点 で 、
時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 実 施 例 １ ～ ４ と 異 な る
。 一 方 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ お よ び セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ が ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ で あ る 点 で 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ お よ び セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ が ｐ チ
ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 実 施 例 １ ～ ４ と 異 な る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は 、
ソ ー ス 電 極 が セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が 時 間 制 御
電 位 Ｖ Ｇ に 接 続 さ れ る 。 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ は 、 ド レ イ ン 電 極 が セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ に
接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 と ゲ ー ト 電 極 が 短 絡 さ れ る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と セ ッ ト ト
ラ ン ジ ス タ ２ ４ の 共 通 す る ソ ー ス 電 極 は 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ の ゲ ー ト 電 極 に 接 続
さ れ 、 そ の ノ ー ド を 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 選 択 信 号 線 Ｓ Ｌ の 選 択 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ７ Ｖ で 変 位 す る 。 セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｔ の セ
ッ ト 信 号 は 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ７ Ｖ で 変 位 す る 。 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は 、 電
圧 が － ７ Ｖ ～ ０ Ｖ で 変 位 す る 。 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は ２ Ｖ で あ る 。 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン
プ 信 号 は 、 電 圧 が － ３ Ｖ ～ ５ Ｖ で 変 位 す る 。 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ は ０ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 実 施 例 ５ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ
イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 ラ ン プ 信 号 の 電 圧 が ハ イ か ら ロ ー へ 変 位 す る
線 形 領 域 を 有 す る 点 で 実 施 例 ４ と 共 通 す る が 、 こ の 点 を 除 い て 他 の 信 号 は 実 施 例 １ と 同 様
に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て は 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に
設 定 さ れ 、 保 持 容 量 ２ ８ に 保 持 さ れ る ま で 実 施 例 １ と 同 様 に 制 御 さ れ る 。 そ の 後 、 セ ッ ト
信 号 が ロ ー に な る と 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ
る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な る 。 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が ハ イ か ら 下 が り 始 め 、 第
１ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ か ら 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値
を 減 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ － Ｖ ｔ ） ま で 下 が っ た タ イ ミ ン グ で 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン
す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る と 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 上 が り 駆 動 制 御
ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ も オ ン し 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が 下 が る の で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ も
オ ン し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 流 れ て 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 後 、 所 定 の タ イ ミ ン グ
で 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な っ た と き に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 制 御 に お い て は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が
第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ 、 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に な っ た と き に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ が 発 光 を 開
始 す る 。 セ ッ ト 信 号 が ロ ー に な り 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２
０ が オ フ さ れ る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ が ハ イ に な る 。 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 下 が
り 始 め 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ か ら 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動
作 し き い 値 を 減 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ － Ｖ ｔ ） に な っ た タ イ ミ ン グ で 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２
が オ ン す る 。 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る と 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 上 が り 駆 動
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る と 第 ３ ノ ー ド Ｖ
２ が ハ イ に な る の で 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ フ さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ ～ ４ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の
発 光 時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の 代 わ り に 実 施 例 ２ と 同 様 の セ ッ ト 容 量 を 同 じ 位 置 に 設
け て も よ い 。 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も よ い し 、
セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ は ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も よ い 。 実 施 例 ３ と 同
様 に ラ ン プ 信 号 が ３ 段 階 の 電 位 で 変 位 す る よ う 制 御 し 、 そ の よ う な ラ ン プ 信 号 に よ り 保 持
容 量 ２ ８ と 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ を 介 し て 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 を ロ ー に す る 構 成 と
し て も よ い 。 実 施 例 ４ と 同 様 に 、 保 持 容 量 ２ ８ の 一 端 を ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ で は な く 電 源 電
位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 す る と と も に 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ を 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ の 代 わ り に 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ に 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 実 施 例 ６ ）
　 図 １ １ は 、 実 施 例 ６ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お
い て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 お よ び 信 号 線 の 構 成 が 実 施 例 １ ～ ５ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例
１ ～ ５ と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 保 持 容 量 ２ ８ 、 セ ッ ト 容 量 ３ ０ 、 お よ び
発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ を 含 む 。 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ 以 外 の 画 素 １ ２ の 構 成 お よ
び 配 置 は 、 実 施 例 ２ に お け る 画 素 １ ２ の 構 成 お よ び 配 置 と 同 様 で あ る 。 発 光 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ３ ４ は 、 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 ソ ー ス 電 極 が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８
の ド レ イ ン 電 極 に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 が Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 陽 極 に 接 続 さ れ る 。 発 光 制 御
ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ の ゲ ー ト 電 極 は 、 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ に 接 続 さ れ る 。 選 択 信 号 と セ ッ ト
信 号 は 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ で 変 位 す る 。 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆
動 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ３ Ｖ ～ １ ０ Ｖ で 変 位 す る 。 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン プ 信 号 は 、 電 圧
が ０ Ｖ ～ ４ Ｖ で 変 位 す る 。 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ の 発 光 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ０ Ｖ ～ １ ０ Ｖ で
変 位 す る 。 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は － １ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ２ は 、 実 施 例 ６ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ
イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 実 施 例 １ ～ ５ に お け る 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は 、 非 同
期 な 短 い パ ル ス を 含 む 波 形 で あ っ た 。 本 実 施 例 で は 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ の 発 光 制 御 信 号 に
よ っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 の 停 止 ま た は 開 始 の タ イ ミ ン グ の 一 部 を 制 御 す る こ と に よ り
、 駆 動 制 御 信 号 を よ り 単 純 化 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ 回 目 の 発 光 準 備 に お け る 状 態 変 化 の 基 本 は 、 実 施 例 ２ と 同 様 で あ る 。 具 体 的 に は 、 発
光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ た 後 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ の
ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ フ さ れ る 。 そ の 後 、 セ ッ ト 信 号
が ハ イ に な り 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ハ イ に な る 。 こ れ に よ り 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位
が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が ロ ー に
な る 。 こ の と き 、 本 実 施 例 に お け る 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ の 発 光 制 御 信 号 は ロ ー と し 、 そ れ
に よ り 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ は オ ン と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 ２ と 同 様 、 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 上 が り 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ
に 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ を 加 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ ） に な っ
た と き 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し 、 そ れ に よ っ て 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が 順 次 オ ン す る 。 上 述 の と お り 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ は オ ン の
た め 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 流 れ て 発 光 が 開 始 さ れ る 。 そ の 後 は 実 施 例 ２ と 異 な り 、
駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は ロ ー の ま ま 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ
Ｅ の 発 光 制 御 信 号 が ハ イ に な り 、 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ が オ フ さ れ る 。 こ れ に よ り 、
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ へ の 駆 動 電 流 が 遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 準 備 に お い て 、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入
力 さ れ る 。 本 実 施 例 で は 駆 動 制 御 信 号 お よ び 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ロ ー の た め 、 第 ３ ノ
ー ド Ｖ ２ の 電 位 は １ 回 目 の 発 光 以 来 、 ロ ー の ま ま で あ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ は オ ン し
て い る 。 そ こ で 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ の 発 光 制 御 信 号 が ロ ー と な る と 、 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ ３ ４ が オ ン さ れ 、 駆 動 電 流 が 供 給 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の ２ 回 目 の 発 光 が 開 始 さ れ る 。 一
方 、 ラ ン プ 信 号 は ロ ー と な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ は オ フ さ れ る 。 そ の 後 、 実 施 例
２ と 同 様 、 セ ッ ト 信 号 が ハ イ と な り 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 高 く な る こ と に よ り 、 第 ３
ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が ロ ー の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ す る 。 そ の 後 、 駆 動 制 御
信 号 が ハ イ に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 そ の 後 、 実 施 例 ２ と 同 様 、 ラ ン プ 信 号 が 再 度 上 昇 し 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が Ｖ Ｇ ＋ Ｖ
ｔ に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン し 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 そ れ に よ り 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が 上 が り 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ １ ８ は オ フ し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 は 停 止 す る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ ～ ５ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の
発 光 時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ お よ び 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ に よ っ て 第 １ 回 の 発 光 停
止 お よ び 第 ２ 回 の 発 光 開 始 を 制 御 す る こ と に よ り 、 入 力 波 形 に 非 同 期 な 短 い パ ル ス を 含 ま
ず に 実 施 例 １ ～ ５ と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き 、 ク ロ ッ ク 生 成 に 対 す る 負 担 が 少 な
い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ を ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と し 、 発 光 制 御 信 号
線 Ｅ Ｅ の 発 光 制 御 信 号 を 逆 波 形 と し て も よ い 。 ま た 実 施 例 １ と 同 様 に セ ッ ト 容 量 ３ ０ の 代
わ り に セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ を 設 け た 構 成 と し て も よ い 。 さ ら に 実 施 例 ３ と 同 様 に ラ ン プ 信
号 が ３ 段 階 の 電 位 で 変 位 す る よ う 制 御 し 、 そ の よ う な ラ ン プ 信 号 に よ り 保 持 容 量 ２ ８ と 時
間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ を 介 し て 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 を ロ ー に す る 構 成 と し て も よ い 。
実 施 例 ４ と 同 様 に 、 保 持 容 量 ２ ８ の 一 端 を ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ で は な く 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に
接 続 す る と と も に 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ を 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ の 代 わ り に 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ ２ ２ に 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は － １ Ｖ 以 上 １ Ｖ 以 下 の 固 定
値 で よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ 実 施 例 ７ ）
　 図 １ ３ は 、 実 施 例 ７ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 。 本 実 施 例 に お
い て は 、 画 素 内 の 一 部 の 回 路 お よ び 信 号 線 の 構 成 が 実 施 例 １ ～ ６ と 異 な る 。 以 下 、 実 施 例
１ ～ ６ と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 画 素 １ ２ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ 、 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ 、 書 込 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 、 保 持 容 量 ２ ８ 、 セ ッ ト 容 量 ３ ０ 、 第 １ の
発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ 、 お よ び 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ を 含 む 。 第 １ の
発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ 、 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ お よ び そ れ ら の 接 続 線
以 外 の 画 素 １ ２ の 構 成 お よ び 配 置 は 、 実 施 例 ２ に お け る 画 素 １ ２ の 構 成 お よ び 配 置 と 同 様
で あ る 。 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ お よ び 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ は
、 ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ の ソ ー ス 電 極 （ ド レ イ ン 電 極 ） は 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ０ の ソ ー ス 電 極 （ ド レ イ ン 電 極 ） に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 （ ソ ー ス 電 極 ） は 第 ２
の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ の ド レ イ ン 電 極 に 接 続 さ れ る 。 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス
タ ３ ４ Ａ の ゲ ー ト 電 極 は 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の 発 光 制 御
ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ の ソ ー ス 電 極 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ と 並 列 に 、 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に
接 続 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 は 第 ２ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） に 接 続 さ れ る 。 本 実 施 例 に お け
る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ の ソ ー ス 電
極 （ ド レ イ ン 電 極 ） お よ び 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ の 共 通 ド レ イ ン 電 極 に 接 続
さ れ る 。 選 択 信 号 と セ ッ ト 信 号 は 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 電 圧 が － ５ Ｖ ～ ８ ． ５ Ｖ で 変 位 す
る 。 駆 動 制 御 信 号 と ラ ン プ 信 号 は 実 施 例 ６ と 同 様 に 、 電 圧 が ３ Ｖ ～ １ ０ Ｖ お よ び ０ Ｖ ～ ４
Ｖ で そ れ ぞ れ 変 位 す る 。 ま た 、 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） お よ び 第 ２ の 発 光 制 御 信
号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 は 、 電 圧 が ど ち ら も ０ Ｖ ～ １ ０ Ｖ で 変 位 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ４ は 、 実 施 例 ７ の 表 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ
イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 例 に お い て も 実 施 例 ６ と 同 様 、 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制
御 信 号 に 非 同 期 な 短 い パ ル ス を 含 め ず 、 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） お よ び 第 ２ の 発
光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 に よ り 発 光 の 停 止 ま た は 開 始 の タ イ ミ ン グ の 一 部
を 制 御 し 、 駆 動 制 御 信 号 を 単 純 化 す る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ 回 目 の 発 光 準 備 に お け る 状 態 変 化 の 基 本 は 実 施 例 ２ お よ び 実 施 例 ６ と 同 様 で あ る 。 具
体 的 に は 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ に 入 力 さ れ た 後 、 ラ ン プ
信 号 線 Ｒ Ｐ の ラ ン プ 信 号 が ロ ー に な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ フ さ れ る 。 そ の 後
、 セ ッ ト 信 号 が ハ イ に な り 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ハ イ に な る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 制 御
ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ と 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ の 共 通 ソ ー ス 電 極 で あ る 第 ３ ノ ー
ド Ｖ ２ が ハ イ の ま ま 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ さ れ る 。 そ の 状 態 で 駆 動 制 御 信 号 が
ロ ー に な る 。 一 方 、 本 実 施 例 で は 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） の 発 光 制 御 信 号 は ロ ー
と し 、 第 ２ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 は ハ イ と す る 。 こ れ に よ り 、 第 １
の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ は オ ン と な り 、 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ は オ フ
と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ラ ン プ 信 号 の 電 位 が 上 が り 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が 、 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ に 時 間 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 電 圧 Ｖ ｔ を 加 算 し た 値 （ Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ ） に な っ た と き 、 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が オ ン す る 。 そ れ に よ っ て 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン し 、 第
３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が ロ ー と な る 。 上 述 の と お り 、 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） の 発
光 制 御 信 号 が ロ ー で あ る た め 、 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ は オ ン で あ る 。 し た が
っ て 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ の ソ ー ス 電 極 と 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４
Ｂ の 共 通 ド レ イ ン 電 極 で あ る 第 ４ ノ ー ド Ｖ ３ の 電 位 が ロ ー と な る 。 こ れ に よ り 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ １ ８ が オ ン し 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ に 駆 動 電 流 が 供 給 さ れ 発 光 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ の 後 、 駆 動 制 御 信 号 線 Ｖ Ｄ の 駆 動 制 御 信 号 は ロ ー の ま ま 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 第 １ の
発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） の 発 光 制 御 信 号 が ハ イ に な り 、 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３
４ Ａ が オ フ さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 第 ２ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 が ロ
ー と な り 、 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ が オ ン さ れ る 。 そ の 結 果 、 第 ４ ノ ー ド Ｖ ３
の 電 位 が 電 源 電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に よ っ て ハ イ に な る た め 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ フ と な り
、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ へ の 駆 動 電 流 が 遮 断 さ れ て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ２ 回 目 の 発 光 準 備 は 実 施 例 ６ と 同 様 、 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 示 す 輝 度 信 号 が 第 １ ノ ー ド
Ｖ ０ に 入 力 さ れ る 。 さ ら に 実 施 例 ６ と 同 様 、 駆 動 制 御 信 号 お よ び 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が
ロ ー で あ る た め 、 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 は １ 回 目 の 発 光 以 来 、 ロ ー の ま ま で あ る 。 こ こ で
本 実 施 例 で は 、 第 ２ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 が ハ イ と な り 、 第 ２ の 発
光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ が オ フ さ れ る と と も に 、 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） の 発
光 制 御 信 号 が ロ ー と な り 、 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ が オ ン さ れ る 。 す る と 第 ４
ノ ー ド Ｖ ３ の 電 位 が ロ ー と な り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ が オ ン さ れ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光
が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ の 後 は 実 施 例 ６ と 同 様 、 ラ ン プ 信 号 が ロ ー と な る こ と に よ り 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２
２ が オ フ さ れ 、 セ ッ ト 信 号 が ハ イ と な る こ と に よ り 第 １ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が ハ イ と な り 、
駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ フ す る 。 そ の 後 、 駆 動 制 御 信 号 が ハ イ に な る 。 そ し て ラ ン
プ 信 号 が 上 昇 し 、 第 １ ノ ー ド Ｖ ０ の 電 位 が Ｖ Ｇ ＋ Ｖ ｔ に な っ た と き 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ が オ ン し 、 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 が 下 が り 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ が オ ン す る 。 そ
れ に よ り 第 ３ ノ ー ド Ｖ ２ の 電 位 が 上 が る 。 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ は オ ン の 状
態 に あ る た め 、 第 ４ ノ ー ド Ｖ ３ の 電 位 も 上 が り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ は オ フ す る 。 こ れ
に よ り Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 発 光 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 上 、 本 実 施 例 の 構 成 お よ び 動 作 に よ っ て も 、 実 施 例 １ ～ ６ と 同 様 に １ 回 目 と ２ 回 目 の
発 光 時 間 の 和 が 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 特 性 ば ら つ き に 関 係 な く 一 定 な の で 、 時 間 制
御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ の 動 作 し き い 値 に よ る 影 響 を 相 殺 し て 輝 度 む ら を 解 消 す る こ と が で き
る 。 ま た 実 施 例 ６ と 同 様 に 、 入 力 波 形 に 非 同 期 な 短 い パ ル ス を 含 ま ず に 実 施 例 １ ～ ６ と 同
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様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き 、 ク ロ ッ ク 生 成 に 対 す る 負 担 が 少 な い 。 さ ら に 、 発 光 制 御
を 行 う ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ と 並 列 の 前 段 に 配 し た こ と に よ り 、 電 源 電 位
Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ と Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ ６ の 間 に 位 置 す る ト ラ ン ジ ス タ が 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ の み と な り
、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ８ に 直 列 に ト ラ ン ジ ス タ が 配 さ れ る 場 合 と 比 較 す る と 電 力 供 給 効 率
が 良 い 。 　
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 第 １ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ａ お よ び 第 ２ の 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ３ ４ Ｂ を
ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と し 、 第 １ の 発 光 制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ａ ） お よ び 第 ２ の 発 光
制 御 信 号 線 Ｅ Ｅ （ Ｂ ） の 発 光 制 御 信 号 を 逆 波 形 と し て も よ い 。 ま た 実 施 例 １ と 同 様 に セ ッ
ト 容 量 ３ ０ の 代 わ り に セ ッ ト ト ラ ン ジ ス タ を 設 け た 構 成 と し て も よ い 。 さ ら に 実 施 例 ３ と
同 様 に ラ ン プ 信 号 が ３ 段 階 の 電 位 で 変 位 す る よ う 制 御 し 、 そ の よ う な ラ ン プ 信 号 に よ り 保
持 容 量 ２ ８ と 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ を 介 し て 第 ２ ノ ー ド Ｖ １ の 電 位 を ロ ー に す る 構 成
と し て も よ い 。 実 施 例 ４ と 同 様 に 、 保 持 容 量 ２ ８ の 一 端 を ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ で は な く 電 源
電 位 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 す る と と も に 、 ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ｐ を 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ の 代 わ り に 時 間
制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ に 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 時 間 制 御 電 位 Ｖ Ｇ は － １ Ｖ 以 上
１ Ｖ 以 下 の 固 定 値 で よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 を も と に 説 明 し た 。 こ の 実 施 の 形 態 は 例 示 で あ り 、 そ の 各 構
成 要 素 や 各 処 理 プ ロ セ ス の 組 合 せ に い ろ い ろ な 変 形 例 が 可 能 な こ と 、 ま た そ う し た 変 形 例
も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。 以 下 、 変 形 例 を 挙 げ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 各 実 施 例 に お い て ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と し て 設 け ら れ た 各 ト ラ ン ジ ス タ を ｎ
チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て も よ い し 、 各 実 施 例 に お い て ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ と し て 設 け ら れ た 各 ト ラ ン ジ ス タ を ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 し て
も よ い 。 た だ し 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ と 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ は つ ね に ｎ チ ャ
ネ ル と ｐ チ ャ ネ ル が 逆 の 関 係 と な る 。 す な わ ち 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が ｎ チ ャ ネ ル
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ れ ば 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ は ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
と な り 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ２ が ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で あ れ ば 駆 動 制 御 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ０ は ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と な る 。 こ れ は 、 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ
２ ２ が オ ン し た と き 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ を 強 く オ ン さ せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 各 実 施 例 に お い て は 、 １ 回 目 の 発 光 期 間 で 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 ２ 回 目 の 発 光
期 間 で 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る 構 成 を 説 明 し た が 、 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ と 発 光 停 止
タ イ ミ ン グ の 順 序 は こ れ に 限 ら れ な い 。 し た が っ て 変 形 例 に お い て は 、 １ 回 目 の 発 光 期 間
で 発 光 停 止 タ イ ミ ン グ を 制 御 し 、 ２ 回 目 の 発 光 期 間 で 発 光 開 始 タ イ ミ ン グ を 制 御 し て も よ
い 。 そ れ ら 複 数 回 の 発 光 期 間 は 連 続 し た 順 序 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 表 示 装 置 に 含 ま れ る 発 光 素 子 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 例 に 説 明 し
た が 、 無 機 Ｅ Ｌ 素 子 な ど の 発 光 素 子 に よ っ て 表 示 装 置 を 構 成 し て も 、 本 実 施 の 形 態 で 説 明
し た の と 同 様 の 作 用 、 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ３ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ ャ
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ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ４ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ４ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ５ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ５ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ６ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ６ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 例 ７ に お け る 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 の 基 本 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ７ の 表 示 装 置 に 入 力 さ れ る 各 制 御 信 号 の 状 態 変 化 の 関 係 を 示 す タ イ ム チ
ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 １ ０ 　 表 示 装 置 、 　 １ ２ 　 画 素 、 　 １ ６ 　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 、 　 １ ８ 　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、 　 ２
０ 　 駆 動 制 御 ト ラ ン ジ ス タ 、 　 ２ ２ 　 時 間 制 御 ト ラ ン ジ ス タ 、 　 ２ ４ 　 セ ッ ト ト ラ ン ジ ス
タ 、 　 ２ ６ 　 書 込 ト ラ ン ジ ス タ 、 　 ２ ８ 　 保 持 容 量 、 　 ３ ０ 　 セ ッ ト 容 量 、 　 ３ ２ 　 保 持
容 量 、 　 ３ ４ 　 発 光 制 御 ト ラ ン ジ ス タ 、 　 Ｐ Ｖ Ｄ Ｄ 　 電 源 電 位 、 　 Ｓ Ｌ 　 選 択 信 号 線 、 　
Ｓ Ｔ 　 セ ッ ト 信 号 線 、 　 Ｖ Ｄ 　 駆 動 制 御 信 号 線 、 　 Ｖ Ｇ 　 時 間 制 御 電 位 、 　 Ｒ Ｐ 　 ラ ン プ
信 号 線 、 　 Ｄ Ｌ 　 デ ー タ 信 号 線 、 　 Ｅ Ｅ 　 発 光 制 御 信 号 線 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(18) JP 2005-309396 A 2005.11.4



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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